
 

 

 

◆イベントの目的と内容

本イベントでは、産業界や研究・教育機関で活躍中の
新進の方々がファシリテータとなり、学部生・大学院生
ならびに若手技術者（社会人）を対象に、自己のスキル
に対する意識改革を促します。大学生にとっては進路に
ついて考える良い機会になると思います。

◆これまでの主なディスカッションテーマ

・良い製品・サービスを開発するには

・海外で働く際に大切な事とは？

・社会人に求められる資質とは？ etc…

◆活発な意見交換ができるディスカッション方式

思いついたこと、考えたことなどを付箋に書き出し、お互い
の考えを共有するブレインストーミング(BS)という手法を用い
てディスカッションを行います。

この手法では各々がアイデアを余すことなく伝えることで、
よりディスカッションを活発にします。

◆スケジュール（予定）

IEEE Japan Council WIE, IEEE Young Professionals (formally GOLD), 
Student Branches:  Tokyo City Univ., Chuo Univ., Keio Univ., Meiji Univ.,  

Tokyo Denki Univ., Tokyo Tech., Tokyo Univ. of Agri. and Tech.,  

Tokyo Univ. of Science, Waseda Univ. 

申し込み URL:   
http://www.isc.meiji.ac.jp/~ieee/CDW_12th.html 

 

日付:    
2014 年 11 月 15 日(土) 

時間:    
13:00～17:00 

対象: 
学部生・大学院生および  
若手技術者(分野問わず) 

募集人数:   
約50 名(先着順)  

定員に到達次第受付終了 

場所:    
東京都市大学   

世田谷キャンパス 1 号館 3 階 

ワークショップ会場 : M 教室 

懇親会会場 : カフェ SORA 

費用: 
 参加無料(懇親会費別途 

 IEEE 学生会員 500 円 

 学生非会員     1000 円 

 一般/非会員  3000 円) 

連絡先: 
IEEE 明治大学 Student Branch 

齋藤 陽介(サイトウ ヨウスケ)    

E-mail : ce31039@meiji.ac.jp 

12:30～13:00 参加者受付
13:00～13:05 開会挨拶
13:05～13:40 ファシリテータの紹介
13:40～14:30 グループディスカッション[1]
14:30～14:50 休憩/移動
14:50～15:40 グループディスカッション[2]

15:40～16:00 ディスカッション内容のまとめ
16:00～16:05 休憩
16:05～16:55 ディスカッション内容と

まとめを発表
16:55～17:00 閉会挨拶
17:30～19:30懇親会
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